
②－１ 令和６年産の作付意向
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備蓄米

戦略作物

主食用米
大豆麦

WCS用稲
飼料用米米粉用米

新市場
開拓用米
（輸出用米等）

加工用米

5県7県24県25県1県20県26県20県11県
前年より
増加傾向

［2県］［5県］［17県］［18県］［3県］［17県］［19県］［17県］［5県］

5県12県10県15県9県9県6県10県25県
前年並み

［10県］［19県］［16県］［23県］［17県］［22県］［17県］［18県］［30県］

21県26県11県6県36県16県6県14県11県
前年より
減少傾向

［18県］［20県］［11県］［4県］［25県］［5県］［1県］［8県］［11県］

【令和６年産米等の作付意向（前年産実績との比較、令和６年４月末時点）】

• 農林水産省では産地・生産者が主体的に作付を判断し、需要に応じた生産・販売を行うことができるよう、都道府
県別の作付意向を聞き取り、公表。

• ５年産実績との比較による各都道府県の主食用米の作付意向は、４月末時点では、増加傾向11県、前年並み25県、
減少傾向11県。１月末時点と比較して、増加傾向が５県から11県に増加。

• 戦略作物については、加工用米、新市場開拓用米（輸出用米等）、米粉用米、WCS用稲及び麦において増加傾向又
は前年並みとしている県が多い一方、飼料用米については、前年並み又は減少傾向とする県が多い。

注１：令和６年産の意向（増加傾向、前年並み、減少傾向）は、５年産実績との比較。
２：比較している主食用米の５年産実績は、令和５年12月統計部公表の主食用作付面積。
３：加工用米、新市場開拓用米、米粉用米、飼料用米及びWCS用稲の５年産実績は、取組計画認定面積。
４：麦・大豆の５年産実績は、地方農政局等が令和５年９月30日時点で都道府県再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
５：備蓄米の５年産実績は、地域農業再生協議会が把握した面積。

⽔⽥における作付意向について（令和６年産第２回中間的取組状況（令和６年４⽉末時点）） ①

下段［ ］は１月末時点の作付意向

稲発酵粗
飼料用稲
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注１：主食用米、戦略作物及び備蓄米の「６年産意向（対前年実績）」は、５年産実績と比較し、「↗：増加傾向」(1%超増加) 、「→：前年並み」(増減1%以内) 、「↘：減少傾向」(1%超減少)で分類。
２：主食用米の５年産実績は、令和５年12月統計部公表の主食用作付面積。
３：加工用米、新市場開拓用米、米粉用米、飼料用米及びWCS用稲の５年産実績は、取組計画認定面積。
４：麦・大豆の５年産実績は、地方農政局等が令和５年９月30日時点で都道府県再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
５：備蓄米の５年産実績は、地域農業再生協議会が把握した面積。

⽔⽥における作付意向について（令和６年産第２回中間的取組状況（令和６年４⽉末時点）） ②
（ha）

4月末時点

（今回公表）

1月末時点

（前回公表）
5年産実績

6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

全国計 124.2万 48,797   9,091     7,587 133,925  53,055   104,526  87,973   35,359   

北海道 82,200 ↗ ↗ 6,920 ↘ 1,974 ↗ 143 ↘ 6,788 ↘ 1,594 ↗ 33,869 ↘ 17,865 ↘ 2,089 ↘

青 森 33,800 ↗ ↗ 787 ↘ 321 ↗ 12 ↗ 7,930 ↘ 788 ↗ 561 ↘ 4,801 ↘ 5,661 ↘

岩 手 42,800 → → 1,283 → 417 ↗ 30 ↘ 5,739 ↘ 2,396 ↗ 3,491 ↗ 4,196 ↘ 663 ↘

宮 城 57,200 ↗ → 626 ↗ 894 ↗ 103 ↗ 9,801 ↘ 2,757 ↗ 2,186 ↗ 9,525 → 2,144 ↗

秋 田 69,900 → → 8,264 ↗ 500 ↗ 329 ↗ 4,265 ↘ 1,235 ↗ 182 ↘ 8,701 → 3,955 ↘

山 形 52,400 → → 4,516 → 440 ↗ 112 ↘ 5,138 ↘ 1,239 ↗ 73 ↗ 4,655 ↘ 3,484 ↘

福 島 53,100 ↗ → 448 ↘ 142 ↗ 12 ↗ 11,722 ↘ 1,079 ↗ 333 ↗ 907 → 4,753 ↗

茨 城 57,800 ↗ → 947 ↗ 762 ↗ 55 ↗ 13,886 ↘ 653 ↘ 4,037 ↗ 776 ↘ 217 ↘

栃 木 47,200 ↗ ↘ 1,513 ↗ 70 ↘ 1,418 ↘ 15,069 ↘ 2,177 ↗ 7,442 ↗ 419 ↘ 1,149 ↘

群 馬 12,400 ↗ → 1,389 ↘ 0 ↗ 168 ↘ 1,661 ↘ 621 ↘ 2,185 ↗ 118 ↗ - -

埼 玉 27,500 → → 144 ↗ 52 ↗ 769 ↗ 3,605 ↘ 124 ↘ 1,877 ↗ 383 ↗ 43 ↘

千 葉 45,800 ↗ → 1,672 ↗ 35 ↗ 135 ↗ 10,154 ↘ 1,316 ↘ 440 ↘ 262 ↘ 122 →

東 京 111 → → - - - - - - - - - - - - - - - -

神奈川 2,850 → → - - - - - - 13 → 2 → 4 → 6 → - -

新 潟 100,600 → → 7,093 ↘ 1,586 ↗ 1,784 ↘ 4,032 ↘ 533 ↗ 189 ↗ 3,996 ↘ 4,559 →

富 山 31,200 → → 1,220 ↘ 342 ↗ 266 ↗ 2,096 ↘ 480 ↗ 2,834 → 4,165 ↘ 2,202 ↘

石 川 20,800 → - 481 ↗ 65 ↗ 371 ↘ 1,131 ↘ 127 ↗ 1,198 ↗ 981 → 1,629 ↘

福 井 21,500 ↗ ↗ 322 ↗ 132 ↗ 213 ↗ 1,976 ↘ 160 → 5,210 ↘ 76 → 1,218 ↘

山 梨 4,660 ↘ ↘ 62 → - - 29 ↘ 21 ↘ 18 ↗ 62 → 99 → - -

長 野 29,300 → → 733 ↘ 245 ↗ 24 ↗ 429 ↘ 265 ↗ 2,543 ↘ 670 ↘ 257 →

岐 阜 19,700 → → 741 ↗ 78 ↗ 65 ↗ 3,496 ↘ 303 ↘ 3,689 ↗ 359 → 94 ↗

静 岡 15,000 → → 105 ↘ 1 → 8 ↘ 1,011 ↘ 330 → 244 ↗ 38 ↗ 4 ↘

愛 知 24,700 ↗ → 573 ↗ 44 ↗ 278 ↗ 2,040 ↘ 182 → 5,646 → 70 ↘ 176 ↘

三 重 24,900 → → 168 ↗ 54 ↘ 95 ↘ 2,426 → 303 → 7,050 ↗ 188 ↘ 53 ↘

6年産意向
（対前年実績）

都道
府県

主食用米 戦略作物 備蓄米

5年産実績

6年産意向（対前年実績） 加工用米 新市場開拓用米
（輸出用米等）

米粉用米 飼料用米 ＷＣＳ用稲
(稲発酵粗飼料用稲)

麦 大 豆
5年産実績
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注１：主食用米、戦略作物及び備蓄米の「６年産意向（対前年実績）」は、５年産実績と比較し、「↗：増加傾向」(1%超増加) 、「→：前年並み」(増減1%以内) 、「↘：減少傾向」(1%超減少)で分類。
２：主食用米の５年産実績は、令和５年12月統計部公表の主食用作付面積。
３：加工用米、新市場開拓用米、米粉用米、飼料用米及びWCS用稲の５年産実績は、取組計画認定面積。
４：麦・大豆の５年産実績は、地方農政局等が令和５年９月30日時点で都道府県再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
５：備蓄米の５年産実績は、地域農業再生協議会が把握した面積。

⽔⽥における作付意向について（令和６年産第２回中間的取組状況（令和６年４⽉末時点）） ③
（ha）

4月末時点

（今回公表）

1月末時点

（前回公表）
5年産実績

6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

5年産実績
6年産意向
（対前年実績）

滋 賀 27,000 → ↗ 608 ↘ 205 ↗ 58 ↗ 2,033 ↘ 310 ↗ 8,222 ↗ 591 ↗ 282 ↘

京 都 13,200 → → 551 → 25 ↘ 10 → 133 ↘ 158 → 290 → 266 → - -

大 阪 4,430 ↘ ↘ 0 ↗ - - 5 → 6 ↘ 4 ↗ 2 ↗ 8 ↗ - -

兵 庫 32,500 ↘ → 674 → 185 ↗ 48 ↘ 819 → 972 ↗ 1,931 → 1,658 ↗ - -

奈 良 8,200 → → 19 → - - 36 → 50 → 43 → 68 → 22 → - -

和歌山 5,780 → → - - - - 1 → 3 → 4 ↘ 4 ↘ 11 ↘ - -

鳥 取 11,700 → → 25 ↘ 33 ↗ 0 ↗ 821 ↘ 392 ↗ 68 ↗ 619 ↘ 79 ↘

島 根 15,900 ↘ ↘ 252 ↘ 2 → 7 ↘ 804 ↘ 745 ↗ 281 ↘ 629 ↘ 26 →

岡 山 26,900 ↘ ↘ 295 ↘ 189 → 120 ↘ 1,824 ↘ 475 ↗ 1,269 → 1,116 ↘ 152 ↘

広 島 20,500 → → 351 → 44 ↗ 96 ↗ 443 → 708 → 318 ↘ 226 ↘ 10 ↗

山 口 16,000 ↘ ↘ 976 → 86 → 43 ↘ 1,108 ↘ 410 ↗ 711 ↗ 816 ↘ - -

徳 島 9,480 ↗ → 20 ↗ 40 → 11 ↗ 1,007 ↘ 247 → 55 ↗ 7 ↘ 198 ↘

香 川 10,100 ↘ ↘ 48 ↗ 28 ↗ 7 → 195 ↗ 269 ↗ 1,322 ↗ 39 ↘ - -

愛 媛 12,800 → → 34 ↗ - - 6 → 344 ↘ 217 ↗ 430 ↗ 313 ↗ - -

高 知 10,200 → → 84 ↗ - - 18 → 1,135 → 321 → 5 → 54 → 2 →

福 岡 32,300 → ↗ 224 ↘ 12 ↗ 322 ↗ 2,475 ↘ 2,068 ↗ 1,140 ↘ 7,773 → 11 ↘

佐 賀 21,700 → → 406 ↘ 8 → 19 ↘ 829 ↘ 2,246 → 1,411 ↗ 6,241 ↘ 42 ↘

長 崎 10,000 ↘ ↘ 6 → 10 ↘ 4 ↗ 117 → 1,549 → 78 ↘ 256 ↘ - -

熊 本 28,900 → → 672 → 41 ↘ 309 → 1,646 ↘ 9,167 → 795 → 2,238 ↘ 66 ↘

大 分 18,100 ↘ ↘ 148 ↗ 2 ↗ 13 ↘ 1,932 ↘ 2,758 → 693 ↗ 1,317 ↘ 19 ↗

宮 崎 12,700 ↘ ↘ 1,978 ↗ 22 ↗ 22 ↗ 887 ↘ 7,207 ↗ 18 ↗ 207 ↘ - -

鹿児島 15,800 ↘ ↘ 1,389 ↗ 1 ↘ 12 ↗ 880 ↘ 4,081 → 75 ↗ 310 ↘ - -

沖 縄 544 → → 30 ↗ - - 2 → 3 → 22 ↗ - - - - - -

都道
府県

主食用米 戦略作物 備蓄米

5年産実績

6年産意向（対前年実績） 加工用米 新市場開拓用米
（輸出用米等）

米粉用米 飼料用米 ＷＣＳ用稲
(稲発酵粗飼料用稲)

麦 大 豆
5年産実績

6年産意向
（対前年実績）
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②－２ 高温対策等の取組
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作付けの多い
上位３都道府県

作付面積
（令和５年産）

品種名
作付けの多い

上位３都道府県
作付面積

（令和５年産）品種名

佐賀6,220haさがびより島根、岡山、鳥取22,549haきぬむすめ

福井6,100haハナエチゼン新潟18,300haこしいぶき

佐賀5,750ha夢しずく山形、宮城、島根17,823haつや姫

長﨑、大分、鹿児島5,287haなつほのか千葉11,612haふさこがね

新潟5,200haゆきん子舞栃木8,500haとちぎの星

新潟4,800ha新之助広島、徳島、福井8,361haあきさかり

山形4,500ha雪若丸長崎、静岡、岡山7,913haにこまる

36,744haその他埼玉6,900ha彩のきずな

182,869ha計福岡6,310ha元気つくし

夏の⾼温・渇⽔の状況と対応について
○ 令和５年は、梅⾬明け以降、北・東⽇本を中⼼に記録的な⾼温で推移。
○ このため、出穂期以降の⾼温による⽩未熟粒の発⽣などが懸念された各県においては、品質低下を防ぐための追肥や

⽔管理・適期収穫等の対応を強化。加えて、⼀部地域では少⾬による渇⽔のため、番⽔(※)や消雪⽤井⼾の活⽤等も
実施。

○ 地球温暖化に伴い⾼温傾向が続くことが⾒込まれることから、⾼温耐性品種の拡⼤を進める必要。
○ 令和６年においても、⾼温耐性品種や栽培技術の導⼊実証を通じた新たな栽培体系への転換に対する⽀援を措置し、

産地における⾼温環境への対応に向けた取組を促進。

【令和６年度の対策】
＜国からの指導通知＞

・高温に伴う農作物等の被害防止に向けた技術指導の通知（令和６年４月25日）発出

＜国からの支援＞
・「高温対策栽培体系への転換支援（令和５年度補正予算 2.7億円）」により12県

18産地で水稲、野菜、花きの高温耐性品種の導入などの取組を支援

～水稲の事例～

※番水：用水の受益地区をいくつかに区分し、区分した地区ごと、または圃場ごとに順番と時間を決めて、数日ごとに配水する方法。

【米の高温耐性品種の作付状況】

93,754
126,746 135,867

153,224 160,752 160,006
182,869 

6.8

9.1
9.9

11.2
12.3

12.8

14.7

0
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0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

H29年産 H30年産 R1年産 R2年産 R3年産 R4年産 R5年産

作付面積 主食用作付面積における高温耐性品種が占める割合

(ha)
(%)

出典：農林水産省「令和５年夏の記録的高温に係る影響と効果のあった温暖化適応策等の状況レポート」
※１ 高温耐性品種とは、高温にあっても玄米品質や収量が低下しにくい品種で、地球温暖化による影響に適応する

ことを目的として導入された面積について、都道府県から報告があったものを取りまとめたもの。
※２ 作付面積には推計値も含まれる。

取組内容事業実施主体都道府県

飽⽔管理JA秋⽥おばこ秋⽥県

⾼温耐性品種の導⼊、⽔管理、追肥施⽤、堆肥施⽤、
深耕、病害⾍防除茨城県茨城県

⾼窒素鶏ふんペレットの基肥利⽤栽培体系新潟県指導農業⼠会新潟県

追加穂肥の実施、堆肥の散布、ゼオライトの散布富⼭県富⼭県

⾼温耐性品種（富富富、てんたかく、てんこもり）への
切替実証富⼭県再⽣協議会富⼭県

追肥JA⽯川かほく⽯川県

⾼温耐性品種（にじのきらめき）の導⼊⻑尾環直研究会兵庫県

⾼温耐性品種（星空舞）の導⼊、堆肥施⽤⿃取県産⽶改良協会⿃取県

⾼温耐性品種の導⼊、⼟づくり（堆肥・⼟壌改良剤施⽤）、
元肥、追肥（ケイ酸質肥料等）、農薬の適期適量散布、
かけ流し灌⽔

やすぎ⾼温耐性⽶⽣産推進
協議会島根県
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イネカメムシの対策について
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